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2020 年 7月 3日 

米雇用統計にみる新型コロナ不況の特徴２ 

 

        公益財団法人  国際通貨研究所  

      経済調査部 上席研究員 森川 央  

 

6月の米国雇用統計は、非農業部門雇用者数が前月から 480万人増加した。また失業

率も 11.1％と、5月の 13.3％から改善した。ロックダウンの段階的解除に伴い、一時的

に解雇した労働者を呼び戻す動きが本格化してきたと思われる。 

だが、前回のレポート1で指摘した今回の不況の特徴はそのまま残っている。財生産

業の生産従事者雇用2は、4月の前年比－13.5％から、5月－9.8％、6月－6.6％へと改善

してきた（図 1）。しかし、サービス生産業は 4月の前年比－17.8％から、5月－15.4％、

6月－11.2％と、依然として 2桁の減少率となっている。 

図 1 米国の業種別雇用 

 

 

次に、サービス生産業の内訳をもう少し詳しくみると、飲食店などを含むレジャー3の

雇用は、5 月の－42.8％から 6 月－29.5％に改善した。レジャーは雇用全体に占める比

 
1 https://www.iima.or.jp/docs/column/2020/ei2020.31.pdf 
2 経理など管理部門を除いた雇用数を示している。 
3 原文では leisure and hospitality となっている。 
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率が 13.9％と高い業種である。改善は歓迎すべきことながら、前年と比較すると雇用は

428 万人失われたままである。小売業（雇用全体に占めるシェア 12.6％）では、5 月－

13.0％から 6月－8.0％となったが、前年との差は－107万人である。 

改善幅が小さい業種も見うけられる。サービス（シェア 16.4％）の前年比は、5月－

11.2％、6月－9.4％であった。教育・医療（シェア 20.2％）も 5月－8.2％に対し 6月－

6.2％である。卸売（シェア 4.5％）や運輸・倉庫（シェア 4.7％）も、小幅改善に留ま

っている。 

図 2 サービス生産業の雇用（前年比％） 

 

そして雇用の回復が遅れるなかで、再び新型コロナウイルス感染が広がってきている。

新規感染者は 7月 2日、5万人超増加し、1日当たりの感染者としては 3日連続で過去

最多を更新した。一部の業種に再び休業要請をかける州も増加してきている。だが、休

業の長期化は廃業や倒産のリスクを高める。事実、小売業やサービス提供企業の倒産の

ニュースも増え始めた。 

雇用状況も第 2フェーズに入り始めたと考えられる。雇用喪失は、新型コロナ蔓延に

よる一時帰休では終わらず、感染の長期化による長期休業、倒産による雇用の消滅に移

りつつあると思われるからだ。新型コロナとの長い付き合いを覚悟しなくてならないの

だろう。 
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